


◆特集◆

《3》 広報によど川 4月号 広報によど川 4月号 《2》

　五
日
前
に
最
後
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た

ば
か
り
の
高
知
県
立
仁
淀
高
等
学
校
で
、
三
月

六
日「
閉
校
式
典
」が
行
わ
れ
、
卒
業
生
や
教
職

員
ら
約
五
百
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　当
日
は
、
別
れ
を
惜
し
む
か
の
よ
う
に
雨
が

静
か
に
降
り
続
く
な
か
、
全
国
各
地
か
ら
集
ま

っ
た
卒
業
生
た
ち
が
、
旧
友
や
恩
師
、
か
つ
て

の
学
び
や
と
の
再
会
を
懐
か
し
ん
で
い
ま
し

た
。　式

典
で
は
、
閉
校
事
業
実
行
委
員
会
の
加
藤

亀
生
会
長
が
「
六
十
三
年
間
、
学
校
に
関
わ
っ

た
全
て
の
人
々
の
記
憶
に
仁
高
を
残
し
て
も

ら
え
た
ら
」
と
あ
い
さ
つ
。ま
た
最
後
の
卒
業

生
の
一
人
大
黒
真
寿
実
君
は
「
私
た
ち
が
入
学

す
る
前
か
ら
、
こ
の
学
校
の
閉
校
は
決
ま
っ
て

い
ま
し
た
。き
っ
と
寂
し
く
な
る
と
思
っ
た
学

校
生
活
も
、
上
級
生
や
下
級
生
の
目
を
気
に
す

る
こ
と
な
く
、
伸
び
伸
び
と
楽
し
く
過
ご
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
」と
振
り
返
り
ま
し
た
。

　参
加
者
全
員
が
、
思
い
出
を
か
み
締
め
な
が

ら
校
歌
斉
唱
し
た
あ
と
、
昭
和
二
十
五
年
度
修

了
生
の
田
村
名
香
さ
ん
（
77
歳
・
東
村
上
）
と

今
年
度
卒
業
生
の
梅
木
涼
君
か
ら
中
澤
卓
史

県
教
育
長
へ
学
校
の
象
徴
で
あ
る
校
旗
が
返

納
さ
れ
ま
し
た
。

　式
典
終
了
後
「
記
念
碑
除
幕
式
」
や
「
閉
校
記

念
の
会
」
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
近
況
報
告
や
思

い
出
話
に
花
が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　私
に
と
っ
て
も
最
後
の
卒
業
式
、
最
高
の
思
い

出
に
な
り
ま
し
た
。

　個
性
豊
か
な
六
名
の
生
徒
は
、
高
校
生
ら
し
い

ま
な
ざ
し
で
、
す
が
す
が
し
く
自
信
に
溢
れ
、
た

く
さ
ん
の
思
い
出
を
財
産
と
し
て
「
誇
り
を
胸

に
」い
い
顔
で
卒
業
式
を
終
え
ま
し
た
。

　五
日
後
の
日
曜
日
に
、
地
域
の
実
行
委
員
会
の

方
々
と
一
体
と
な
っ
て
、
閉
校
式
を
迎
え
ま
し

た
。想
定
を
超
え
る
約
五
百
名
の
参
加
者
で
し
た

が
、
駐
車
場
や
受
付
は
混
乱
も
な
く
、
式
も
ほ
ぼ

定
刻
通
り
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　予
定
外
の
に
わ
か
雨
も
あ
り
ま
し
た
が
、「
学

舎
の
里
」
の
除
幕
式
や
「
宴
の
席
」
も
み
ん
な
が
笑

顔
で
、
気
持
ち
よ
く
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。　わ

ず
か
一
年
間
の
在
籍
で
し
た
が
、
仁
淀
高
校

が
自
然
に
囲
ま
れ
、
心
豊
か
な
地
域
の
方
々
の
声

援
の
中
で
、
学
校
も
生
徒
た
ち
も
一
歩
一
歩
成
長

し
て
い
る
姿
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。

高
知
県
立
仁
淀
高
等
学
校

校
長

　平
井
洋
一
郎

仁淀高校閉校式典に50 0人卒業生ら母校に別れ「ありがとう　仁高」

「
仁
淀
高
校

　あ
り
が
と
う
」

「学舎の里　仁淀高校」と書かれた主石は、仁淀川の上流

久万高原町産の「油石」。３つある記念碑の全ての文字

は、昭和 41 年度卒業生の若藤敏久さんが書かれました

卒業生代表が県教育長に校旗を返納

閉校記念の会

思い出話に花が咲きました

高
知
県
立
仁
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史
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８
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学
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仁
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分
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置

昭
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９
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　普
通
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、
別
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40
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、
授

業
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昭
和
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４
月
１
日

　高
知
県
立
仁
淀
高
等
学
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と

し
て
独
立

昭
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９
月
７
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　体
育
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新
築
竣
工

昭
和
56
年
２
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４
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８
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２
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昭
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８
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29
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、プ
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ル
竣
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平
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９
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11
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　創
立
50
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記
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式
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平
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18
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９
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17
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教
育
委
員
会
が
仁
淀
高
等

学
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の
廃
校
、
佐
川
高
等
学
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へ
の
統
合
を
発
表

平
成
23
年
３
月
１
日

　最
後
の
卒
業
式
（
開
校
以
来

２
１
０
６
人
が
卒
業
）
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　三
月
一
日
に
行
わ
れ
た
仁
淀
高
校
（
最
後
の
卒
業
式
）
を
皮
切
り

に
、町
内
の
小
中
学
校
と
自
然
学
園
で
卒
業
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
や
や
、
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
と
の
別

れ
に
寂
し
さ
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
も
、
四
月
か
ら
始
ま
る
新
生
活

に
夢
と
希
望
を
抱
き
、
保
護
者
や
在
校
生
ら
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、

晴
れ
や
か
な
表
情
で
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

卒
業
お
め
で
と
う

　
　夢
と
希
望
を
胸
に 

晴
れ
や
か
な
旅
立
ち

仁淀高校　6人・3月 1日

池川自然学園　2人・3月 19日

大崎小学校　13人・3月 20日

池川小学校　8人・3月 20日

名野川小学校　5人・3月 21日

別府小学校　7人・3月 23日

長者小学校　12人・3月 23日

吾川中学校　13人・3月 15日

池川中学校　10人・3月 15日

仁淀中学校　10人・3月 15日

※
写
真
の
人
数
・
日
付
は
卒
業
生
人
数
お
よ
び
式
開
催
日

最後の卒業生

旅立ちの日、思わず涙が込み上げました 恩師らに見送られ、新たな一歩を踏み出します
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